
感染症情報 ８月２８日～９月３日 

①RSウイルス感染症 

④溶連菌感染症 

②感染性胃腸炎 

③手足口病 

⑤ヘルパンギーナ 

７８２例（堺市   ６４例） 

７４５例（堺市   ３１例） 

３６９例（堺市    １６例） 

２４９例（堺市    １４例） 

１８２例（堺市     ９例） 

が報告された。 
 

 感染症報告数は前週から１２．１％増の２，６８０件であった。 
 

いよいよRSウイルス感染症が第１位となった。以下、感染性胃腸炎、 
 

手足口病、溶連菌感染症、ヘルパンギーナの順であった。 
 

 RSウイルス感染症は府下で前週比４６％増、堺市で前週比 
 

３６％増であった。大阪府全ブロックで増加している。定点当たりで 
 

見ると、前週が２．７→今回３．９になった。 ２位の感染性胃腸炎は 
 

府下で前週比１４％増、堺市で７％増であった。手足口病は府下 
 

で前週比１６％減、堺市で４１％減であった。溶連菌感染症は府下 
 

で前週とほぼ同数、堺市でも前週１５例→今回１４例であった。ヘ 
 

ルパンギーナも府下で前週とほぼ同数、堺市では前週１８例→今 
 

回９例となった。 
 

 インフルエンザは府下では前週３４例→今回５３例に増加してい 
 

る。地区別では守口市・寝屋川市・門真市・枚方市などの北河内 
 

地区が２１例で一番多い。堺市では前週２例あったが、今回０で 
 

あった。 
 

 麻疹や風疹の報告はなかった。 

インフルエンザ  ５３例（堺市      ０例） 

府下小児科２００療機関（堺市１９）から 

府下インフルエンザ定点３０７医療機関（堺市２９）から 


